
 第１号議案

          特定非営利活動法人
          京都観光文化を考える会・都草

１．事業の成果

 令和5年度事業報告書

（令和5年4月1日～ 令和6年3月31日）

【社会連携事業】 

11年目となる毎週日曜日開催の京都御所・御苑歴史散策ガイドツアーは、昨年より8月は熱

中症を警戒して休みとしている。新人ガイドの研修実施と、御苑の自然や御所の障壁画につ

いて学ぶ機会を作って案内に活かすことができた。 

8年目を迎えた旧議場土曜講座の後半6回を担当し、4年ぶりの観桜祭・観芸祭では、館内ツ

アーを担当するなどコロナ禍前の態勢に戻った。 

昨夏16回目を迎えた大船鉾ボランティアは、完全にコロナ禍前の活動に戻り、炎暑の中会

員や家族、学生など延べ204名が活動を遂行した。都草代表が今年も山鉾供奉に参加し都大路

を練り歩いた。また、今年初めての時代祭支援ボランティアでは18名が沿道整理を行った。 

美化活動は、今年も目標の年間15回実施を達成した。新規開拓、未実施の社寺を設定する

ことで会員の参加意欲の向上を図った。新人会員オリエンテーションでの説明の効果により

新しい会員の参加もあって参加者が常に35名を超えるようになった。運転要員として免許を

有する役員4名を揃え、活動に必要な最低限の清掃用具を保有できている。 

なお、令和6年元日に発災した能登半島地震により甚大な被害を受けた被災地へ、京都商工

会議所（都草は会員）を通じて義援金を送った。 

 

【会員事業】 

歴史探訪会は、新しい会員の参加が顕著でイヤホンガイドシステムを使用する効果的なウ

ォーキングを7回実施した。 

研究発表会は、会員自身の研究を多数の都草会員に向け示すことができる貴重な機会であ

り、8回実施した。発表を録画し、YouTube で会員に限定公開した。発表者自身のパフォーマ

ンスの見直しや、複数回視聴することで正確に内容を把握でき、当日に様々な理由で参加で

きない方も自宅で研究発表会参加が可能となった。 

文化交流会は、参加者を集める為、企画に苦心し3回それぞれ初めてのカテゴリーで開催し

たものの思うような参加者増加に繋がらなかった。「明日の京都文化遺産プラットフォーム」

と提携して行ってきた「新春子どもお茶会」は第7回目を催行できた。 

都草 わくわく倶楽部のわくわく研究会は、8月・2月に2回の発表会を実施した。また、4月

に一条戻り橋から東進烏丸通まで、5月に都草観賞と一念寺などを巡る下鳥羽、6月には上久

世方面探訪、10月には東舞鶴方面（東郷平八郎邸、赤レンガ博物館など）へのバスツアー、

12月に下立売通、3月には大原方面探訪を実施した。もう一方の祇園祭研究会では、祇園祭山

鉾に見られる動物調査を完了し、祇園祭検定問題難易度判定作業を終え、各役員にそれぞれ

の結果を報告した。祇園祭期間中、7月に神泉苑で八坂神社と合同の青龍神水交換式、古式一

里塚神饌松飾式後の松原中之町会所の見学をした。また、昨秋より準備し、1月より中京区・

下京区の町別全戸粽調査を開始した。 

京のこと語り隊は、「新現役ネット」でオンラインでの講演を行った。その結果、実際に京

都を訪ね歩きたいという希望があり、ガイドの依頼に繋がった。 

映像プロジェクトでは、製作技術は格段に進歩向上したが、製作本数が3本に留まった。製作

に伴う必要経費は、全作品を内製化したので全くかからずゼロであった。 

 

【受託事業：案内業務】 

施設内案内業務は、京都府庁旧本館1階に「salon de 1904」がオープンした影響で、旧本

館見学者数が一時急激に増加するという大変な状況での業務となった。数カ月後にはそのよ

うな状況も落ち着き、以前より若い方の見学者数が増加し多くの方に旧本館の魅力を伝える

機会が広がった。 

ツアーガイド業務は、三井ガーデンホテル京都の、毎週金曜日のホテル周辺案内は実施回

数が極めて少なく、参加者も平均2名から4名であった。京都東急ホテルは依然中止となって

今期に入って間もなくの5月8日から、新型コロナウイルス感染症法の位置づけが「5類」に

移行した。特定非営利活動法人 京都観光文化を考える会・都草（以下都草）は、それまで3

年余り、ウイズコロナという厳しい時局にありながらも、会員の皆様の努力により堅実な事

業を粛々と推進してきた。その成果の一つとして、10月15日、自治記念日記念式典の京都市

による「未来の京都まちづくり推進表彰」で都草も受賞の栄に浴した。さらに、10月27日、

京都・観光文化検定試験20周年記念式典において、京都商工会議所より感謝状をいただいた。 

9月で京都御所・御苑歴史散策ガイドツアーが10年目を迎えた。この機を捉えて、その10周

年記念事業の実施を都草として掲げ具体的な論議を重ねてきた。一方で京都観光も再び活況

を呈しているという状況をふまえ、都草のガイド・案内業務・講師に関する規則を11年ぶり

に改訂した。さらに、動画制作など新しい活動が増え、都草のパンフレットも修正刷新した。 

7月末に、旧本館利活用のコンセプトの一つである、やすらぎや憩いの機能としてカフェが

オープンすると同時に、9月から12月第1週までは連日旧本館見学者が100人を超える状況と

なり、都草の事務所が繁多な日は案内要員を1名増やして対応した。 

会員にとっての更なる利便性を高めるため、活動全般に必須のデジタル化を可能な限り推し

進めてきた。とりわけ、50％の方はスマートフォンから都草のホームページを見るという現

況に鑑み、この傾向が今後一層顕著になるであろうという観点からもホームページのスマホ

対応へ向けての論を進めてきた。 

なお、丹波支部は部員の減少により、現在は活動を休止している。 

今期末現在の会員数は373名（個人会員368名・法人会員5社）であった。 

都草の独自の活動として、京都検定対策委員会の活動は、令和5年度に17回目を迎えた都草京

都通模擬試験（京都検定1級受験者対象）の総受験者が213名。会場受験者が定員に達し100名、

自宅受験者113名であった。また、令和5年度から始めた京都検定１級合格対策直前問題演習

会は、会場と自宅での総受講者が当初予定を上回って201名であった。 

京都御所・御苑歴史研究会では、令和5年度の京都御所・御苑歴史散策ガイドツアー参加者

は728名であった。研修会「御所の障壁画」と「京都御苑の公家ゆかりの名木等」を2回実施

した。また、京都府立京都学歴彩館での都草講演会は2回実施した。6月は「東映70年の歩み」、

12月の「藤原道長と紫式部」で合計参加者434名を数えた。 

明日の京都文化遺産プラットフォームとの共催による「新春子どもお茶会」と、「子ども文化

教室」計2回を実施し、子どもたちに伝統文化を継承し親しむ機会をつくった。 

執筆事業では、5年前より、観光地理誌である白川書院発行『月刊京都』の―京都ふしぎの玉

手箱―に連載記事を寄稿、都草ならではの京都情報を全国の読者に提供している。その幅広

い内容に読者からは好評を博している。 

映像制作事業『京都 都草のとっておき』では、第4作目「辻子と路地をたどると京都が見

える」、第5作目「大船鉾の祇園祭一年で最も熱い一日」、第6作目「声明 大原勝林院」が完

成した。今年は府立植物園が創立100周年に当たるため、府立植物園をテーマに制作が順調に

進んでいるが、視聴数アップが課題となっている。 

1



【社会連携事業】 
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美化活動は、今年も目標の年間15回実施を達成した。新規開拓、未実施の社寺を設定する
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都を訪ね歩きたいという希望があり、ガイドの依頼に繋がった。 

映像プロジェクトでは、製作技術は格段に進歩向上したが、製作本数が3本に留まった。製作

に伴う必要経費は、全作品を内製化したので全くかからずゼロであった。 

 

【受託事業：案内業務】 

施設内案内業務は、京都府庁旧本館1階に「salon de 1904」がオープンした影響で、旧本

館見学者数が一時急激に増加するという大変な状況での業務となった。数カ月後にはそのよ

うな状況も落ち着き、以前より若い方の見学者数が増加し多くの方に旧本館の魅力を伝える

機会が広がった。 

ツアーガイド業務は、三井ガーデンホテル京都の、毎週金曜日のホテル周辺案内は実施回

数が極めて少なく、参加者も平均2名から4名であった。京都東急ホテルは依然中止となって

ツアーガイド業務は、三井ガーデンホテル京都の、毎週金曜日のホテル周辺案内は実施回

数が極めて少なく、参加者も平均2名から4名であった。京都東急ホテルは依然中止となって

いる。京都高齢者大学校のまち歩きは、年8ヶ月、月4回で順調に実施した。 

【受託事業：講座業務など】 

京都検定対策委員会が講師を務める、京都商工会議所・京都新聞文化センター（株）共催

の京都検定1級対策講習会の受講者は約400名、東京会場で1回、京都会場で3回の講習会を行

った。本年度は、1回の講習会を2日に分けて実施し、講習時間合計は前年度より4時間増え10

時間となった。ヤサカ自動車（株）の社員を対象とした「ヤサカ観光講座」は、京都検定受

験対策講習会（京都検定2級及び3級受験者対象）を11回開催し、社内試験用問題を作成2回提

出したほか、公開テーマ対策の講習会を追加開催した。G-1グランプリ（京都検定3級団体戦、

12月）ではヤサカ自動車（株）が見事に優勝された。京都駅ビル開発（株）京都検定対策講

習会（京都検定2級受験者対象）を4回実施し好評であった。 

京都伝統工芸大学校は、講師3名がそれぞれ1コマ50分の動画を15コマ作成した。全講座が

収録によるオンライン講座で好評であった。京都高齢者大学校については、講演を8回実施し

た。阪急交通社たびコト塾（大阪）は、オンラインと対面の併用講座で、定例講座月1回年間

12回とシリーズ講座は年間3回、計15回の講座開催となった。一方、阪急交通社たびコト塾

（東京）は11回の講座を開催した。 

京のこと語り隊では、「新現役ネット」で ZOOMによる講演を8回都草事務所から行った。 

白川書院発行『月刊京都』に連載している“京都ふしぎの玉手箱”は、今期で5年目を迎え、

できるだけ多くの会員に執筆をお願いし、その年のトピックスに関する記事を寄稿するなど

内容の充実に努めている。 

以上、新型コロナが5類に移行となった今期は、コロナ禍前のように活発な活動が戻り、急

激な変化が進む社会状況の中で求められる更なるデジタル化を積極的に推し進めながら、

NPO 法人としてのますますの社会的貢献と、会員が楽しく充実度の高い活動ができる場を創

ることに務めた。 
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２．特定非営利活動に係わる事業の実績

事業名 スタッフ 対象者

本法寺 10名 会員 28名

毘沙門堂 10名 会員 26名

真如堂 10名 会員 24名

御香宮神社 10名 会員 25名

崇道神社 10名 会員25名

浄住寺 10名 会員25名

田中神社 10名 会員33名

立本寺 10名 会員28名

十輪寺 10名 会員21名

長楽寺 10名 会員27名

大豊神社 10名 会員15名

安楽寺 10名 会員21名

興聖寺 10名 会員26名

若宮八幡宮社 10名 会員16名

西雲院 10名 会員19名

太秦周辺 9名 会員37名

醍醐周辺 9名 会員28名

東福寺周辺 10名 会員37名

JR堅田駅周辺 9名 会員35名

事業内容 実施日 実施場所

 第218回 美化活動　「本法寺」 令和5年4月5日

令和5年9月12日

 第224回 美化活動　「田中神社」 令和5年10月5日

 第225回 美化活動　「立本寺」 令和5年10月24日

 第226回 美化活動　「十輪寺」 令和5年11月6日

観光地等
における
美化活動

 第219回 美化活動　 「毘沙門堂」 令和5年4月18日

 第220回 美化活動　「真如堂」 令和5年5月10日

 第221回 美化活動「御香宮神社」 令和5年5月24日

 第222回 美化活動　「崇道神社」 令和5年6月7日

 第223回 美化活動　「浄住寺」

 第230回 美化活動　「興聖寺」 令和6年1月24日

 第231回 美化活動
　　　　　　　　　　　「若宮八幡宮社」

令和5年2月20日

 第232回 美化活動　「西雲院」 令和5年3月14日

 第227回 美化活動　「長楽寺」 令和5年11月24日

 第228回 美化活動　 「大豊神社」 令和5年12月5日

 第229回 美化活動　「安楽寺」 令和5年12月21日

 第103回 歴史探訪会
　 ｢都の西に眠る皇女たち｣

令和5年4月21日

 第104回 歴史探訪会
   ｢平安末期から鎌倉時代へ
                    日野の里をあるく｣

令和5年5月30日

 第105回 歴史探訪会
   ｢どうする東福寺
     ―時代の荒波を乗り越えて―｣

令和5年6月11日

 第106回 歴史探訪会
   ｢湖族のまち・本堅田を訪ねて｣

令和5年9月28日

京都観光
文化に
関する

調査･報告

【受託事業：講座業務など】 

京都検定対策委員会が講師を務める、京都商工会議所・京都新聞文化センター（株）共催

の京都検定1級対策講習会の受講者は約400名、東京会場で1回、京都会場で3回の講習会を行

った。本年度は、1回の講習会を2日に分けて実施し、講習時間合計は前年度より4時間増え10

時間となった。ヤサカ自動車（株）の社員を対象とした「ヤサカ観光講座」は、京都検定受

験対策講習会（京都検定2級及び3級受験者対象）を11回開催し、社内試験用問題を作成2回提

出したほか、公開テーマ対策の講習会を追加開催した。G-1グランプリ（京都検定3級団体戦、

12月）ではヤサカ自動車（株）が見事に優勝された。京都駅ビル開発（株）京都検定対策講

習会（京都検定2級受験者対象）を4回実施し好評であった。 

京都伝統工芸大学校は、講師3名がそれぞれ1コマ50分の動画を15コマ作成した。全講座が

収録によるオンライン講座で好評であった。京都高齢者大学校については、講演を8回実施し

た。阪急交通社たびコト塾（大阪）は、オンラインと対面の併用講座で、定例講座月1回年間

12回とシリーズ講座は年間3回、計15回の講座開催となった。一方、阪急交通社たびコト塾

（東京）は11回の講座を開催した。 

京のこと語り隊では、「新現役ネット」で ZOOMによる講演を8回都草事務所から行った。 

白川書院発行『月刊京都』に連載している“京都ふしぎの玉手箱”は、今期で5年目を迎え、

できるだけ多くの会員に執筆をお願いし、その年のトピックスに関する記事を寄稿するなど

内容の充実に努めている。 

以上、新型コロナが5類に移行となった今期は、コロナ禍前のように活発な活動が戻り、急

激な変化が進む社会状況の中で求められる更なるデジタル化を積極的に推し進めながら、

NPO 法人としてのますますの社会的貢献と、会員が楽しく充実度の高い活動ができる場を創

ることに務めた。 
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出町柳～
　　　　　百万遍

10名 会員43名

伏見稲荷 8名 会員20名

萬福寺 9名 会員39名

ひと・まち交流
館京都

6名
会員25名
YouTube

ひと・まち交流
館京都

6名
会員18名
YouTube

ひと・まち交流
館京都

6名
会員23名
YouTube

ひと・まち交流
館京都

6名
会員17名
YouTube

ひと・まち交流
館京都

6名
会員20名
YouTube

ひと・まち交流
館京都

6名
会員16名
YouTube

ひと・まち交流
館京都

6名
会員23名
YouTube

ひと・まち交流
館京都

6名
会員19名
YouTube

京都学・歴彩館 18名
会員・一般

125名

京都学・歴彩館 18名
会員・一般

274名

3名 会員22名

ひと・まち交流
館京都

4名 会員15名

3名 会員13名

京都御苑・御所
4名
/回

一般 728名

一条通
　　堀川～烏丸

3名 部員9名

東映太秦映画村

永守コレクション
ギャラリー

 第38回 文化交流会
  ｢小鼓の魅力を
　　　　　　　　面白くわかりやすく｣

令和5年10月27日

 第108回 歴史探訪会
   ｢錦秋の稲荷山
           山麓に社寺が映える｣

令和5年11月29日

 第109回 歴史探訪会
   ｢山門を入れば　異国ぞ萬福寺｣

令和5年3月28日

 第127回 研究発表会
　「東福寺三門を観る・
                      文章生のゆくえ｣

令和5年4月24日

 第107回 歴史探訪会
   ｢見所満載！出町柳～百万遍｣

 第13回　都草講演会
　「藤原道長と紫式部」
　　　　　　　　　　　　朧谷寿氏

令和5年12月17日

 第37回 文化交流会
  ｢太秦の撮影所を俳優さんと探索｣

令和5年6月3日

令和5年5月25日

 第129回 研究発表会
  「丹後娘、タイへ翔ぶ
   ・比叡山と愛宕山 二つの山の
          明暗を分けた交通史考察｣

令和5年9月8日

 第130回 研究発表会
  「明治天皇大葬と、太秦村の牛
   ・兼好法師の素顔｣

令和5年10月16日

 第131回 研究発表会
  「藤原氏の軌跡　その2
   ・おもてなしのたばこ盆｣

令和5年11月16日

 第132回 研究発表会
 「平安時代の婚姻制度
　　　　〜藤原道長を中心に〜
　・平安時代のうんちく話1」

令和6年1月26日

 第133回 研究発表会
　「文武天皇から
　　　　　　　　元明・元正天皇まで
　・上京の寺々―その多様性―
　・萬福寺を訪ねて」

令和6年2月22日

 第128回 研究発表会
　「日本書紀その６
   ・神功皇后の伝承｣

 第12回　都草講演会
　「東映70年の歩み」
　　　　　　　　　　　山口記弘氏

令和5年6月22日

 第134回 研究発表会
  「庭石の鉱物的解説
　・一条天皇と二人の中宮｣

令和6年3月21日

令和5年9月23日

 第39回 文化交流会
  ｢永守コレクションギャラリーと
　　　　　西国街道ひな人形めぐり｣

令和6年3月1日

 京都御苑・御所案内
令和5年4月～6年3月
毎週日曜日
           (8月は除く)

 わくわくクラブ フィールドワーク
　「一条通りを歩く」

令和5年4月6日

京都観光
文化に
関する

調査･報告
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鳥羽街道 3名 部員20名

桂川駅周辺 3名 部員16名

舞鶴 3名 会員23名

堀川～七本松 3名 部員14名

大原 3名 部員16名

オンライン 6名 部員

京都市内 9名 YouTube

旧知事室等 11名
一般

17525名

旧議場 10名
一般

17459名

京都市内
1名
/回

約13名
/回

御苑案内 1名 12名

3名 120名

品川区立品川
学園9年生

4名 114名

私立実践学園
中学2年生

5名 120名

東寺境内 4名 60名

5名 30名

二条城、建仁寺 1名 12名

二条城と
　　　　その周辺

1名 3名

ひと・まち交流
館京都

1名 50名

随心院～
　　　　　醍醐寺

2名 17名

北野天満宮・
御土居

3名 42名

城巽自治会館 1名 10名

御所御苑 4名 69名

御所御苑 1名 10名

ヤサカ自動車
3名
/回

ヤサカ社員
10～15名・
会員11名/

回

大正大学 8名
一般
100名

京都経済ｾﾝﾀｰ 8名
一般
100名

京都経済ｾﾝﾀｰ 8名
一般
100名

 京都商工会議所等共催
 京都会場 京都検定1級対策講習会

令和5年8月5・6日

日の出町立平井
中学校3年生

祇園祭宵々々山

 わくわくクラブ フィールドワーク
　「大原」

令和6年3月13日

 群馬県の大澤様 令和5年8月13日

 日出町議会福祉文教常任委員会 令和5年7月19日

 わくわくクラブフィールドワーク
  「上久世散策」

令和5年6月24日

 わくわくクラブ　バスツアー
                       「東舞鶴方面」

令和5年10月1日

年4作

令和5年4月～
　　　　　　令和6年3月

 京都産業大学法学部植村ゼミ 令和5年5月28日

 わくわくクラブフィールドワーク
  「都草観賞と下鳥羽散策」

令和5年5月21日

 なからぎの会 令和5年11月21日

 吉岡様一行 令和5年11月30日

 ヤサカ観光講座
令和5年7･8・11月
         （11回）

 城巽すこやかサロン 令和5年11月8日

 京都商工会議所等共催
 東京会場 京都検定1級対策講習会

令和5年7月29・30日

 京都商工会議所等共催
 京都会場 京都検定1級対策講習会

令和5年8月19・20日

 わくわくクラブ フィールドワーク
  「下立売通を歩く」

令和5年12月4日

 京のこと語り隊 年数回

 京都 都草のとっておき
　　　　　　　　　　（映像制作事業）

 コミセン大宝 令和5年10月29日

 椙山女学園 令和5年7月14日

 東京農業大ＯＢガイド 令和5年7月14日

 なからぎの会講演 令和5年8月25日

 修学旅行事前学習(東京)
令和5年5月、6月
　　　　　　　　　各1回

 修学旅行事前学習(東京)

 修学旅行事前学習(東京)

令和5年5月17日～
　　　6月29日(4回)

令和5年6月7月各1回

 京都府庁旧本館に係る
    旧知事室等案内・監視業務

令和5年4月～
　　　　　　令和6年3月

 京都府庁旧本館に係る
    旧議場案内・監視業務

 京都街歩き
令和5年4月～
　令和6年3月（月1回）

京都観光
文化に
関する

調査･報告

受託事業

 中京区文化財鑑賞会 令和5年11月22日

5



京都経済ｾﾝﾀｰ 7名
一般
100名

京都駅ビル 6名
約14名

/回

長浜バイオ大学
河原町学舎

8名
一般

約30名/回

長浜バイオ大学
河原町学舎

1名
一般

約60名

京都市内 64名
一般

約30名/回

京都伝統工芸
大学校

3名
学生

120名/回

市内中心部 1名/回
一般

1～3名/回

枚方百歳市民
大学

1名
一般

約30名/回

御苑案内 1名 一般27名

安楽寺 6名 一般 多数

1名/回
一般

20～90名
/回

阪急交通社
東日本営業部
新宿センター

1名
一般

20～40名
/回

都草事務所 6名
一般

12～15名
/回

西陣の町家・
             古武

9名
子供
36名

京都市内 3名
子供

7～14名

京都市内 11名 約5万部

四条町会所 43名 一般 多数

御池通
観客交通整理

1名 会員17名

4名
一般35～
74名/回

16名
会員・一般

213名

25名
会員・一般

200名

平安女学院大学
キャンパス・
お茶の水女子大
・自宅

京都府庁旧議場

平安女学院大学
キャンパス・自宅

 枚方百歳市民大学講演
令和5年6月～令和6年
3月(月1回)

 京都高齢者大学校 講座
令和5年4月～
　　令和6年12月(8回）

 京都高齢者大学校
　　　　　ぶらり京都のまち歩き

月4回×8

 京都検定講習会
　　　　　　　　　京都駅ビル開発

令和5年9月～11月
　　　　　　　　　（4回）

 京都伝統工芸大学校
　　　　　　京都学講座（オンライン）

令和5年4月～
　　令和5年9月(1５回）

 三井ガーデンホテル
　　　　　　　　　　都草ガイドツアー

令和5年5月～令和6年
3月(毎週金曜日)

 第1回 京都検定１級合格対策
 直前問題演習会(京都・東京)

令和5年11月19日

 子ども文化教室(明日の京都
 文化遺産プラットフォームと共催)

令和5年7月～8月
　　　　　　　　　　(4回）

京都の
歴史・文化

の紹介

 月間京都連載
　　　　　「京都ふしぎの玉手箱」

令和5年4月～
　令和6年3月（月1回）

 大船鉾ボランティア
令和5年7月9日、
　　　　7月20日～24日

 旧議場土曜講座
令和5年10月～
　令和6年３月（月1回）

講座

 時代祭支援ボランティア 令和5年10月22日

 第17回 京都通模擬試験 令和5年10月8日

受託事業

 阪急交通社　たびコト塾　大阪
　　　　　（オンライン と 対面併用）

年15回
梅田阪急
グランドビル30F
オンライン＋会場

 阪急交通社　たびコト塾　東京 年11回

 新現役ネットオンライン講座
令和5年4月～12月
　　　　　　　　　（8回）

 安楽寺特別公開
令和5年11月26～
　　　　12月2日 6日間

 京都商工会議所等共催
 京都会場 京都検定1級対策講習会

令和5年9月9・10日

 京都高齢者大学校
　　　　　　オープンキャンパス 講座

令和6年2月21日

 子ども茶会(明日の京都
 文化遺産プラットフォームと共催)

令和6年1月5日

 枚方百歳市民大学
　　　　　　　　　　フィールドワーク

令和6年3月28日
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